
黒川浩助 氏（東京工業大学ソリューション研究機構特任教授）

『問われる標準化のあるべき役割』

都筑 建（NPO法人太陽光発電所ネットワーク共同代表理事）

『太陽光発電システム標準化と市民の関わり』

出口洋平 氏（日本電機工業会(JEMA)新エネルギー部技術課）

『太陽発電システムの標準化の現状と課題』

ゼロから学ぶ！

市民のための太陽光発電 標準化セミナー

12月16日㊌１３：００～１６：３０ （１２：３０ 開場）

ＴＫＰ神田ビジネスセンター６F ６０４
（東京都千代田区神田美土代町３−２ 神田アベビル）

定員９０名（先着順）

参加費 一般 ２，０００円 PV-Net会員１，５００円

電子チケット「Peatix」による事前支払い（http://peatix.com/event/131724）
または「氏名」「会員番号（会員のみ）」「ご連絡のとれる電話番号」を明記の上、PV-
Netまでお申込みください。 FAX：03-5805-3588 Eメール：info@greenenergy.jp

お申し込み

主催：仮認定NPO法人太陽光発電所ネットワーク（PV-Net） www.greenenergy.jp

「太陽光発電の未来が変わる！？ 新たなビジネスチャンス？ ユーザーメリットは？」

PVユーザー＆関係者、注目必至のテーマ「標準化」についてわかりやすくお伝えします！

近藤道雄 氏
（産総研福島再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ研究所上席ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ）

『消費者の役に立つルール作りとは？』
セッション１

オープニング

セッション２

セッション３

地下鉄 淡路町駅、小川町駅、新御茶ノ水駅徒歩3分。
JR神田駅北口・西口から徒歩6分。

黒川浩助 氏

近藤道雄 氏

セッション４

奥地 誠 氏（奥地建産㈱代表取締役会長）

『PVの構造の面から ～現状と標準化の動き～』

現在の太陽光発電システムは、施工方法やモジュール、パワコン、架台など
において、各メーカーとも、性能を最大限に引き出すため、独自の製品設計
が行われています。一方で、各メーカーの仕様が異なることで、長期利用のシ
ステムが故障した際、代替品があるのか不安を抱えている方も少なくないの
ではないでしょうか。日本独自の品質や機能が、世界の市場ニーズからかけ
離れてしまうことで、ガラパゴス化する可能性も否定できません。

こうしたなか、太陽光発電システム標準化総合委員会を中心に、太陽光発電
の評価・品質基準の国際的な「標準化」の取り組みが進んでいます。

わたしたちの暮らしを便利にし、ビジネスを有利なものにできる「標準化」。今
回、太陽光発電の標準化について知り・学ぶ機会として、国内で初めてとなる
オープンな市民向けの標準化セミナーを開催します。講師には、太陽光発電
の標準化の最前線で活躍する専門家の方々をお迎えしました。

ユーザーはもちろん、設計や施工、販売、コンサルタント、自治体関係者など、太陽光発電に関わる方々は必聴です！
本セミナーでの市民の声は、標準化策定作業に反映され、その道を切り開く可能性を持っています。

異なるメーカーのパネルを混在させた設置
（ソーラーエッジ社ウェブサイトより）

http://peatix.com/event/131724

